
高浜発電所２号機補助建屋排気筒ガスモニタの
一時的な指示値の上昇の原因と対策について
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　１時９分から１時２２分にかけて僅かに上昇
最大値809ｃｐm（通常レベル約700ｃｐm）
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調査結果 ※　分解・組立ては、ポンプを取り外し、ダイヤフラム部を上に向けて行う

アームロッドのずれによる、ダイヤフラムへの影響
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圧縮による力を受ける部分に、ポンプの運転に
よる上下動の繰り返し応力が加わり、摩擦熱が
発し、劣化が促進され損傷

対　策

●サンプラポンプの分解点検にあたっては、軸
　部分（回転軸、アームロッド、軸受け）は、
　あらかじめ工場で部品の取付けが行われた新
　品に取り替える。
●ダイヤフラムの取付け時に、アームロッドの
　中心とアッパーブラケットの間の距離を測る
　ことにより、アームロッドが正規の位置（ポ
　ンプ中心）にあることを確認し、ダイヤフラ
　ムを取り付ける。
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